
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南 あ わ じ 市 社 会 福 祉 協 議 会  

6 月 30 日、福良の慈眼寺で開催された「愛染祭り」に、淡路

三原高校ボランティア部の 1・2 年生が参加しました。社協ブ

ースでは、生徒たちが準備段階からアイデアを出し合い、ヨーヨ

ー釣りと輪投げを企画・運営しました。 

当日は、ヨーヨーを膨らませる作業でびしょ濡れになりながら

も、慣れない「こより作り」に挑戦。難しい工程には地域の方々 

が手を差し伸べてくれ、世代を超えた交流の場となりました。 

民生委員・児童委員のみなさんにもお手伝いいただき、ブースは大賑わい！ 

最初は遠慮気味だった高校生たちも、徐々に声かけに慣れ、終盤には

元気いっぱいに子どもたちを呼び込んでいました。高校生の一生懸命

な姿に、大人たちも思わず身を乗り出す場面もみられました。 

最後は輪になって今日の感想を発表。「運営は初めてだったけれど楽

しかった」「いい経験ができた」と、達成感に満ちた表情が印象的でし

た。今年の夏も「サマーチャレンジボランティア」が始まります。次は

どんな体験が待っているのか、彼らの成長が楽しみです。 

 

８月末に食材の無料配布会を開催するにあたり食材を募集しています。このプロジェクト

は一時的に食材を必要としている世帯、生活に不安を抱えている方々へ食の支援をするもの

です。家庭で食べきれない食品など、みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。 

ご寄附いただきたい食品例 受 付 できない食 品 



 

 

★ふれあい・いきいきサロン活動のご相談は、生活支援コーディネーターへ★ 

南あわじ市社会福祉協議会 ☎ ０７９９‐４４‐３００７ 

湊地区の街中で、地域のつながりを育む「地域食堂」が開かれています。 

毎回 10 名ほどが集まり、和やかな雰囲気の中で食事を楽し

むこの食堂は、かつて仕出し屋を営んでいた新居澄江さんが、

ご近所の 2 人とともにゑびす屋さんで運営しています。 

「独り暮らしの方が増えてきた今、地域のために何かできれ

ば」との思いから始まったこの取り組み。ゑびす屋さんの料理

は懐かしく、心がほっとする味で、「この料理を食べるのが毎

週の楽しみ」と話す参加者もいます。 

2025 年 5 月から毎週月曜と土曜に定期開催され、口コミで広がるにつれて常連さんも増

加。今では開催日を心待ちにする方も多く、地域の新たな交流の場として根付きつつありま

す。 

取材当日は雨模様でしたが、顔なじみの方々が集まり、食事をしながら世間話に花を咲かせ

る、そんな温かい時間が流れていました。 

7 月初旬、「八木馬回やさしや」サロンを訪問しました。 

このサロンは、いきいき百歳体操の後に開かれており、

地域の方々が集う交流の場です。この日は、毎年恒例の葉

もち作りが行われていました。昔は田植え後の泥落としと

して各家庭で作り、親戚に配っていたそうです。 

「田植え終わったら葉もち作らんか」と声が上がると、

もち粉をこね、あんこを包み、葉に挟んで蒸し器へ。慣れた

手つきで協力しながら作業が進み、蒸し上がりを待つ間は

おしゃべりタイムです。 

「おばあちゃんがそら豆のあんこをよく作ってくれた」「教えてもらったきゅうりのキュ

ーちゃん作っているよ」など、懐かしい話や知恵が飛び交い、笑顔が広がります。ブルーベリ

ー栽培や体調のことなど、話題は尽きません。 

この日も、ホワイトコーンを手に若者が立ち寄ったり、移住者が顔をのぞかせたりと、世代

を超えたあたたかな交流の場面に立ち会うことができました。これからも、地域の絆を深め

る大切な場所として、笑顔の輪が広がっていくことを願っています。 


